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	タカラバイオの子会社、宝日医生物技術（北京）有限公司が、
中国におけるバイオ関連製品の輸入・卸売販売を開始し、更に
腎がんを対象とした細胞免疫療法の臨床試験を

中国国家薬品食品監督管理局に申請


タカラバイオ株式会社（社長：加藤 郁之進）は、2004年に北京市中関村生命科学園内に宝日医生物技術（北京）有限公司（以下「宝日医公司」）を設立し中国での細胞・遺伝子治療の事業化を進めていますが、この度、バイオ研究用試薬・理化学機器の輸出入及び卸売を開始するための経営範囲の拡大が中国政府商務部より許可されました。これに伴い、「宝日医公司」は、中国遼寧省大連市にある当社の子会社、宝生物工程（大連）有限公司（以下「宝大連公司」）やクロンテック社製品を始めとする研究用研究試薬及び理化学機器の輸入・卸売販売を、本年４月１日より開始いたします。

「宝日医公司」によるバイオ関連製品の販売開始
当社では、バイオテクノロジー分野においても巨大市場形成が予想される中国の輸入販売拠点として「宝日医公司」を位置づけ、中国市場開放に伴う規制緩和にあわせて、経営範囲の拡大を申請しておりましたが、この度、中国政府商務部より、研究用試薬・機器の輸出入および卸売を行うための経営範囲拡大の許可を獲得しました。この経営範囲の拡大の許可により、「宝日医公司」は、宝大連公司や当社子会社の米国クロンテック社が製造した研究用試薬などの販売をはじめとした以下の輸入・卸売販売を行います。
１．研究用試薬・機器の輸入販売

「宝日医公司」は、クロンテック社製研究用試薬、当社製PCR機器や、当社のネットワークを活かした日本および欧米からの導入品等の輸入販売を行っていきます。

２．「宝大連公司」で製造する研究用試薬の卸売販売

「宝大連公司」は、従来から代理店を通じて、「宝大連公司」で製造された遺伝子工学研究用試薬を、北京・上海地区を含む中国国内へ販売してまいりました。今般、卸売権を獲得したことにより、「宝大連公司」で製造された研究用試薬を「宝日医公司」が販売できるようになったため、中国のバイオ研究の拠点である北京・上海地区の営業を更に強化し、拡販を目指します。

３．中国製バイオ関連製品の輸出

「宝日医公司」は当社グループの資材・商品調達センターとして、中国製バイオ関連製品の輸出も手がける予定で、「宝大連公司」とともにグループ会社の調達コスト軽減に貢献することが期待されます。

「宝日医公司」のがん免疫療法プロジェクト

当社及び「宝日医公司」は中国医学科学院がん病院（病院長 趙平、Dr. Zhao Ping）と共同でレトロネクチン®を用いたがん免疫療法の臨床開発研究を進めておりました。このほどレトロネクチン®を用いて、がん患者のT-細胞を活性化し、拡大培養した細胞群を新薬として用いるがん免疫療法の臨床試験を、中国医学科学院がん病院と「宝日医公司」が共同で、2005年12月に北京薬品監督局に申請しました。すでに申請受理書を受け取っておりますが、今後、同監督局及び国家食品薬品監督管理局（SFDA；State Food and Drug Administration）の審査を経て、臨床試験の許可を取得したいと考えております。
当社は、「宝日医公司」と中国医学科学院がん病院とでがん免疫療法に関する臨床試験を進めるとともに、「宝日医公司」「宝大連公司」をコア企業として、発展する中国のバイオ業界においてトップグループの地位を築いて行きたいと考えています。

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、３月２８日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
【宝日医生物技術（北京）有限公司の概要】

所在地：
中国北京市昌平区回龍観中関村生命科学園
代表者：
加藤 郁之進（董事長）

設立時期：
2004年1月
資本金：
7億円（当社100%）
従業員数：
7名（2005年9月30日現在）
事業概要：
バイオ医薬の研究開発、バイオ研究用試薬・機器の輸出入および卸売、バイオ研究用試薬、理化学機器の製造・販売
【宝生物工程（大連）有限公司の概要】

所在地：
中国遼寧省大連市経済技術開発区
代表者：
加藤 郁之進（董事長）

設立時期：
1993年8月

資本金：
20億円（当社100％）
従業員数：
354名（2005年9月30日現在）
事業概要：
バイオ研究用試薬、理化学機器の製造・販売、バイオ研究受託サービス
【クロンテック社の概要】

会社名：クロンテック・ラボラトリーズ・インク（Clontech Laboratories, Inc.）

代表者：
加藤 郁之進（President & CEO）

設立時期：
1984年3月

資本金：
83千米ドル（当社100％）
従業員数：
160名（2005年9月30日現在）
事業概要：
バイオ研究用試薬、バイオ研究受託サービス、理化学機器の製造・販売
【中国医学科学院　がん研究所・がん病院の概要】

機関名：
Chinese Academy of Medical Sciences, Cancer Institute and Hospital
設立：
1958年

所在地：
No. 17, Panjiayuan NanLi Chaoyang District, Beijing, 100021, China
概要：
中国における第一級のがん治療を目的とする病院・研究所。12の臨床部門・11の臨床応用部門を有し、204人の教授を含む1400人体制で、年間1万人の入院患者、24万人の外来患者の診断・治療を行っています。また、研究所は、分子腫瘍学分野などにおいて有数の研究基盤を持ち、設立以来過去140もの賞を受賞しています。
【語句説明】

卸売権

中国においては、企業の経済活動が国家によって認められた範囲（経営範囲）に制限されています。特に販売に関する制限が厳しく、「卸売権」を有していないと、たとえ製造権や貿易権を有していても、自社製造製品以外の製品を第三者に販売することが出来ません。中国においては、外資企業に対して、長くこの卸売権が開放されておらず、特に外資企業が中国で輸入販売を行うにあたっての障壁となっていました。（ただし、一部保税区の特例などがあり、この場合は輸入販売が可能でした。）

この卸売権の外資企業への開放については、すでに中国がWTOに加盟するにあたって、２００４年末までに開放することが約束されていました。実際に、２００４年４月に公布された「外商投資商業領域管理弁法」によって２００４年１２月より、外資１００％企業に対しても卸売権を開放するようになりました。
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